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3.1   原稿は，区分を問わず未発表のものとする。また，二重投稿は認めない。
3.2    原稿の区分は，執筆者が明示する。なお，この区分の最終的な調整は委員会において行う。
3.3    原稿の使用言語は，原則として日本語とする。他の言語を用いる場合は，日本語の翻訳又は抄訳を付ける。
3.4   「論文」には，800 字以内の日本語要旨及び 400 語程度の英語要旨並びに５項目以内のキーワードを付ける。
3.5    原稿の分量は，区分を問わず刷り上がりが 40 頁（写真，図版，表及び論文要旨等を含む）以内を目安とする。
なお，１頁の文字数は 1,700 字を目安とする。3.6 特集号の原稿の総分量は，原則として，刷り上がりが
500 頁（写真，図版，表及び論文要旨等を含む）以内に収めるものとする。
3.7  カラー図版は，原則として認めない。希望する場合は理由を提出し，委員会の許可を得る。
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